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平
成
25
年
度
決
算
が
、
第
３
回
定
例

議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
て
の
会
計
の
合
計
で
歳
入
総
額

１
０
８
億
８
６
８
万
円
（
前
年
度
比
４ 

・

７
％
減
）、
歳
出
総
額
で
１
０
１
億
３
，

７
０
３
万
円
（
前
年
度
比
４・
４
％
減
）

と
な
り
ま
し
た
。

〜
町
の
家
計
簿
状
況
〜

　

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
で
前
年

度
比
（
以
下
、
割
合
は
全
て
前
年
度
比
）

６
・
１
％
の
減
少
、
歳
出
で
７
・
６
％
の

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
税
は
、
固
定
資
産
税
、
た
ば
こ
税

の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
２
・
０
％
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
が
、
地
方
交
付
税
が
２
・

４
％
減
少
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
国
・
県
の
補
助
金
を
積
極
的
に

活
用
し
て
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
国
庫
支

出
金
は
29
・
０
％
の
増
加
と
な
り
ま
し

た
。

　

地
方
債
は
、
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業

債
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
28
・

３
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

目
的
別
で
は
土
木
費
は
、
平
沢
土
地
区

画
整
理
事
業
補
助
金
、
狭
あ
い
道
路
整
備

事
業
の
減
な
ど
に
よ
り
29
・
４
％
減
、
消

防
費
は
、
防
災
行
政
無
線
施
設
整
備
工
事

の
減
な
ど
に
よ
り
15
・
２
％
の
減
、
教
育

費
は
、
杉
山
城
跡
土
地
購
入
、
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
・
体
育
館
修
繕
工
事

の
増
な
ど
に
よ
り
２
・
８
％
増
と
な
り
ま

し
た
。

　

民
生
費
は
子
ど
も
の
た
め
の
手
当
の
減

等
に
よ
り
、
０
・
６
％
減
少
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
平
成
14
年
度
決
算
以
来
11
年
ぶ
り

の
減
少
で
す
。

　

公
債
費
（
町
の
借
入
金
の
返
済
に
係
る

経
費
）
は
２
・
９
％
増
加
し
、
歳
出
全
体

の
11
・
４
％
を
占
め
て
お
り
引
き
続
き
財

政
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

地
方
税
が
増
加

公
債
費
が
10
％
を
超
え
歳
出
を
圧
迫

■一般会計決算の状況
町民１人当たりの税負担額　152,391 円

町税
44.3％

自
主
財
源
58.0%42.0%

依
存
財
源

分担金
及び負担金
　　　1.0％

繰入金 4.7%
繰越金 4.1%その他 3.9%

地方譲与税 1.5%

地方交付税 12.0%

交付金等 4.4%

県支出金
5.2％

町債 10.2%

国庫支出金
　　8.7％

区　　　　　　分 決算額 構成比(％)
町税（皆さんが納めた税金） 2,786,626 44.3％
分担金及び負担金（保育料など特定の受益を受ける方から負担していただくもの） 62,692 1.0％
使用料及び手数料（施設の使用料や住民票を取る時の手数料など） 36,447 0.6％
財産収入（町有地を貸したり、売却して得たもの等） 21,509 0.3％
寄附金（寄附されたもの） 3,111 0.1％
繰入金（基金（貯金）を取り崩したもの） 298,517 4.7％
繰越金（前年度から繰り越されたもの） 258,436 4.1％
諸収入（その他の収入） 186,410 3.0％
自主財源計 3,653,748 58.0％
地方譲与税（税源移譲を行うまでの間譲与されたり、自動車重量税などが譲与されるもの） 95,587 1.5％
利子割交付金（利子割県民税の一部を交付されるもの） 4,152 0.1％
配当割交付金（配当割課税（県税）の一部を交付されるもの） 8,735 0.1％
株式等譲渡所得割交付金（株式等譲渡所得割課税（県税）の一部を交付されるもの） 14,294 0.2％
地方消費税交付金（地方消費税の一部を交付されるもの） 173,204 2.8％
ゴルフ場利用税交付金（ゴルフ場利用税（県税）の一部を交付されるもの） 24,999 0.4％
自動車取得税交付金（自動車取得税（県税）の一部を交付されるもの） 37,813 0.6％
地方特例交付金（減税のために地方税減収の補てんをするため等に交付されるもの） 8,735 0.1％
地方交付税（国税のうち所得税、酒税等の中から財源保証及び財源調整により交付されるもの） 755,827 12.0％
交通安全対策特別交付金（安全施設整備のために交付されるもの） 4,604 0.1％
国庫支出金（町の事業に対し国が支出するもの） 547,986 8.7％
県支出金（町の事業に対し県が支出するもの） 327,533 5.2％
町債（借り入れたお金） 639,137 10.2％
依存財源計 2,642,606 42.0％

合　　　　　計 6,296,354 100.0％

決
算
の

　
　
概
要

平
成
25
年
度

自
主
財
源
（
　
　 

　
　
　
）

町
が
自
主
的
に

収
入
で
き
る
も
の

依
存
財
源
（
　
　

 
　
　
　
）

国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
、

借
り
入
れ
た
も
の

（単位：千円）

決算額 構成比(％)
議会費（議会運営のための経費） 120,862 2.0%
総務費（全般的な管理事務、徴税、選挙、財務事務等のための経費） 1,207,715 20.3%
民生費（高齢者、障害者、児童等の福祉のための経費） 1,571,850 26.4%
衛生費（ごみ処理、病気予防等のための経費） 477,605 8.0%
労働費（労働対策等のための経費） 105 0.0%
農林水産業費（農林業の振興のための経費） 96,688 1.6%
商工費（商工業の振興のための経費） 66,165 1.1%
土木費（道路、公園等の整備のための経費） 809,670 13.6%
消防費（消防活動や防災等のための経費） 339,975 5.7%
教育費（学校、公民館、図書館等の運営のための経費） 585,232 9.8%
災害復旧費（災害復旧のための経費） 0 0.0%
公債費（借入金の返済のための経費） 677,414 11.4%

合　　　　　計 5,953,281 100.0%
■注：構成比の集計は四捨五入のため不一致の場合があります。

■注：構成比の集計は四捨五入のため、不一致の場合があります。

（単位：千円）

町民１人当たりの歳出額 325,565 円
 　　　　  　    　　（前年度比 7.2%減）
※町民人口は平成26年３月31日現在
　　　　　　　　　        　（税負担額も同じ）

議会費 2.0%

総務費
20.3%

民生費
26.4%

衛生費 8.0%農林水産業費 1.6%

土木費 13.6%

消防費 5.7%

教育費
9.8%

公債費 11.4%
その他 1.1%

平成25年度に実施された主な事業
議場修繕事業（議会費）………………………………… 12,600千円〈議場音響施設整備工事〉
電子自治体推進事業（総務費）……………………… 26,906千円〈役場 LAN配線整備工事など〉
広域路線バス運行事業（総務費）……………………… 8,276千円
行政区運営推進事業（総務費）  ……………………… 19,321千円〈区運営費補助など〉
コミュニティ推進事業（総務費）………………… 6,378千円〈各コミュニティ団体への活動費補助など〉
ボランティア活動支援事業（総務費）……………… 1,818千円
介護給付・訓練等給付事業（民生費）………………… 199,330千円〈身体・知的障害者の居宅介護、短期入所など〉
重度心身障害者医療費支給事業（民生費）………… 44,789千円
介護保険特別会計繰出事業（民生費）………………… 148,826千円
国民健康保険特別会計繰出事業（民生費）………… 58,204千円
後期高齢者医療保険事業（民生費）………………… 168,458千円
こども医療費給付事業（民生費）……………………… 37,430千円
子ども手当・児童手当等支給事業（民生費）……… 259,650千円
保育所保育事業（民生費）……………………………… 312,161千円
フィットネス21パーク管理事業（衛生費）………… 4,565千円〈遊具設置工事など〉
予防接種事業（衛生費）……………………………… 38,925千円〈うち子ども医療費窓口払い代替事業分 5,065 千円〉
がん検診等事業（衛生費）……………………………… 10,671千円
妊婦健康診査事業（衛生費）…………………………… 9,158千円
空き地等管理事業（衛生費）…………………………… 4,576千円
環境基本計画策定事業（衛生費）…………………… 2,301千円
一部事務組合処理費負担事業（衛生費）……………… 230,064千円〈塵芥、し尿の処理費用（塵芥 176,324 千円、し尿 53,740 千円 )〉
ごみ資源収集運搬事業（衛生費）……………………… 62,361千円
農業者支援事業（農林水産業費）……………………… 8,543千円〈農業者の担い手や農業団体の育成等費用〉
農業用施設整備事業（農林水産業費）………………… 15,810千円〈ため池一斉点検調査など〉
工業総務事業（商工費）……………………………… 3,953千円〈企業誘致優遇措置看板設置工事など〉
住宅リフォーム補助事業（商工費）…………………… 8,246千円
商工会補助事業（商工費）……………………………… 6,060千円
中心市街地等商業活性化支援事業（商工費）………… 2,000千円
道路修繕事業（土木費）………………………………… 164,409千円 〈町道1-5 号（大字勝田地内）、1-7 号（大字杉山地内）、1-15 号（大字将軍沢地内）ほか 3路線など〉
生活道路整備事業（土木費）…………………………… 17,021千円〈菅谷1号線、吉田 326号線整備など〉
幹線道路整備事業（土木費）…………………………… 104,798千円〈町道1-3 号（大字越畑地内）、1-8 号（大字広野地内）整備など〉
道路照明灯施設管理事業（土木費）………………… 24,024千円
平沢土地区画整理事業（土木費）……………………… 137,247千円
東原土地区画整理事業（土木費）……………………… 2,400千円
下水道事業特別会計繰出事業（土木費）……………… 205,900千円〈公共下水道及び市町村管理型浄化槽事業への繰り出し金〉
都市公園等管理事業（土木費）…………………… 12,791千円〈駅西公園緑化整備工事など〉
公園等整備事業（土木費）……………………………… 30,242千円〈（仮）堂沼公園整備等〉
一部事務組合消防費負担事業（消防費）…………… 329,915千円〈常備消防 291,416 千円、非常備消防 38,499 千円〉
英会話指導事業（教育費）……………………………… 5,070千円〈英会話講師派遣委託料〉
小中学校学年費補助事業（教育費）…………………… 18,460千円〈子ども医療費窓口払い代替事業〉
中学校施設改修事業（教育費）……………………… 21,995千円 〈菅谷中学校舗装工事、駐輪場新築工事など〉
指定文化財保存管理事業（教育費）………………… 6,378千円 〈畠山重忠公像修復工事など〉
杉山城跡整備事業（教育費）………………………… 51,193千円 〈土地購入費など〉
スポーツ施設管理事業（教育費）…………………… 40,165千円 〈B&G海洋センター修繕工事など〉
学校給食運営管理事業（教育費）…………………… 73,756千円〈学校給食センターの管理費用〉
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『年末調整説明会』開催のお知らせ

平成２６年分所得税の青色申告決算等説明会のお知らせ

東松山税務署では、給与の支払がある事業者（法人及び個人）の方に対して、
「平成 26年分の給与所得者に係る年末調整説明会」を下記のとおり開催します。

記

※都合により、指定された時間に出席できない場合には、他の時間に出席することが可能です。
問合せ　東松山税務署　☎ 22-0990
※自動音声案内の「２」をお選びください。担当部署におつなぎします。

開催日 開催時間 対象者 開催場所

11月19日㈬

10時～12時
嵐山町
東松山市、滑川町、
小川町、ときがわ町 東松山市民文化センター

ホール
(東松山市六軒町５－２)

14時～16時
東松山市、
川島町、吉見町、
鳩山町

※カッコは早期健全化計画の作成が必要となる数値です。

○健全化判断比率 （単位：％）

総額（千円) 前年度増減比

水道事業会計

収益的収入 504,291 －3.2％

収益的支出 417,237 －3.8％

資本的収入 15,527 －5.0％

資本的支出 298,591 43.6％

■特別会計決算の状況 ■公営企業会計決算の状況
総額(千円) 前年度増減比

国民健康保険特別会計
歳入 2,124,684 －2.4％
歳出 2,068,658 －0.2％

後期高齢者医療特別会計
歳入 157,605 4.5％
歳出 154,665 4.6％

介護保険特別会計
歳入 1,077,577 3.0％
歳出 1,034,061 2.6％

下水道事業特別会計
歳入 648,173 －13.3％
歳出 627,778 －13.7％ 健

全
化
判
断
比
率
お
よ
び

資
本
不
足
比
率
に
つ
い
て

平成 25年度 平成 24年度

実質赤字比率 －
（15.0）

－
（15.0）

連結実質赤字比率 －
（20.0）

－
（20.0）

実質公債費比率 8.4
（25.0）

9.8
（25.0）

将来負担比率 81.0
（350.0）

86.8
（350.0）

　

嵐
山
町
の
健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び
資
本
不
足

比
率
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

実
質
赤
字
比
率
と
は
…
福
祉
、
教
育
、

ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
行
う
町
の
一
般
会

計
の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化
し
、
財
政

運
営
の
深
刻
度
を
示
す
も
の
で
す
。
嵐

山
町
は
赤
字
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

数
値
は
表
示
さ
れ
ま
せ
ん
。

連
結
実
質
赤
字
比
率
と
は
…
全
て
の
会

計
の
赤
字
、
黒
字
を
合
算
し
、
町
全
体

と
し
て
の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化
し
、

町
と
し
て
の
運
営
の
深
刻
度
を
示
す
も

の
で
す
。
嵐
山
町
の
場
合
、
全
体
を
合

算
し
て
も
赤
字
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

数
値
は
表
示
さ
れ
ま
せ
ん
。

実
質
公
債
費
比
率
と
は
…
町
の
借
入
金

の
返
済
額
お
よ
び
一
部
事
務
組
合
等
の

返
済
額
な
ど
を
加
味
し
た
公
債
費
の
大

き
さ
を
指
標
化
し
、
資
金
繰
り
の
危
険

度
を
示
す
も
の
で
す
。
嵐
山
町
の
場
合

は
８
・
４
％
（
前
年
比
１
・
４
ポ
イ
ン

ト
減
）
と
基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
事
業
の
選
択
を
行
い
、
借
金
の

抑
制
に
努
め
、
数
値
の
改
善
を
図
り
ま

す
。

将
来
負
担
比
率
と
は
…
町
の
一
般
会
計

の
借
入
金
や
将
来
支
払
っ
て
い
く
可
能

性
の
あ
る
負
担
な
ど
、
現
時
点
で
の
残

高
の
程
度
を
指
標
化
し
、
将
来
財
政
を

圧
迫
す
る
可
能
性
が
高
い
か
ど
う
か
を

示
す
も
の
で
す
。
嵐
山
町
は
81
・
０
％

と
前
年
比
で
５
・
８
ポ
イ
ン
ト
減
少
し

ま
し
た
。
今
後
も
実
質
公
債
費
比
率
同

様
、
計
画
的
で
持
続
可
能
な
財
政
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

資
金
不
足
比
率
と
は
…
公
営
企
業
の
資

金
不
足
を
公
営
企
業
の
事
業
規
模
で
あ

る
料
金
収
入
な
ど
の
規
模
と
比
較
し
て

指
標
化
し
、
経
営
状
況
の
深
刻
度
を
示

す
も
の
で
す
。
町
の
水
道
事
業
会
計
お

よ
び
下
水
道
事
業
特
別
会
計
と
も
赤
字

が
な
く
、
数
値
は
表
示
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

町
で
は
、
引
き
続
き
財
政
の
健
全
化

に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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特別会計の名称 資金不足比率（％）

水道事業会計 －

下水道事業特別会計 －

○資金不足比率

※資金不足比率は、20％を超えると早期健全化計画を
作成する必要があります。

検　索

対　象　者 開　催　日 開催時間 会　　　　場
不動産所得を有する
青色申告者 12月10日㈬ 10時～12時 東松山市民文化センター大会議室

（東松山市六軒町５-２）

事業所得を有する　
青色申告者

12月10月㈬ 14時～16時 東松山市民文化センター大会議室
（東松山市六軒町５-２）

12月12日㈮ 13時30分～15時30分 小川町民会館リリックおがわ
（小川町大字大塚 55）

　税務署では、青色申告決算書の作成方法や作成に当たっての注意点などについて、下記のとおり説明
会を開催いたします。
　説明会で使用する資料は、当日、会場で配付します。講師は税務署が依頼した税理士が行います。
　なお、会場の所在地などは、関東信越国税局のホームページにも掲載されていますので、併せてご覧
ください。

記

問合せ　東松山税務署　個人課税第１部門　記帳指導担当　☎22-0991

◎ご不明な点がありましたら、担当までお問い合わせください。

【http://www.nta.go.jp/kantoshinetsu/】


